
   
 

け
や
き
プ
ラ
ザ
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飯
泉
喜
雄
顕
彰
碑
 

停
車
場
道
碑
 

❷ 
八

坂
神

社
 

❸  

⓬ 
根
戸
船
戸
緑
地
 

 興
陽

寺
 

❹ 
嘉
納
後
楽
農
園
跡
 

❺ 

コ
ー
ス
約

4
.3
ｋ
ｍ

 

消
費
カ
ロ
リ
ー

 
 

1
9
4
k
c
a
l 

体
重

6
0
㎏
の
方
が

 

時
速

4
k
m
で
歩
い

た
場
合

 

 

ゴ
ー
ル
・
我
孫
子
駅
南
口
 

ス
タ
ー
ト
 

け
や
き
プ
ラ
ザ

1
F
ロ
ビ
ー
 

富
士

見
坂
 

❻ 
白
山
古
墳
公
園
 

❽ 

我
孫
子
ｴ
ﾘ
ｱ ２ 

❶
け
や
き
プ
ラ
ザ

 

千
葉
県
と
我
孫
子
市
の
複
合
施
設
で
す
。
１
１
階
の
展
望
ス
ペ
ー

ス
か
ら
は
市
内
の
ま
ち
な
み
や
手
賀
沼
の
ほ
か
、
茨
城
県
側
や
筑

波
山
、
柏
市
な
ど
遠
景
が
望
め
ま
す
。

 

❷
飯
泉
喜
雄
顕
彰
碑
・
停
車
場
道
碑
 

・
明
治
２
９
（
１
８
９
６
）
年
開
業
の
我
孫
子
駅
用
地
を
無
償
提
供
し
、

鉄
道
を
誘
致
し
た
飯
泉
喜
雄
の
偉
業
を
称
え
、
平
成
１
５
（
２
０
０

３
）
年
、
多
く
の
市
民
の
寄
付
に
よ
り
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

 

・
我
孫
子
駅
開
業
の
５
年
後
、
成
田
鉄
道
の
開
通
に
伴
い
、
分
岐
点

と
な
っ
た
我
孫
子
駅
前
を
整
備
し
ま
し
た
。
停
車
場
か
ら
成
田
街

道
（
国
道
３
５
６
号
）
ま
で
停
車
場
道
を
造
成
し
、
町
の
有
志
の
人

達
は
記
念
と
し
て
停
車
場
道
碑
を
建
て
ま
し
た
。

 

❸
八
坂
神
社
 

創
建
は
１
３
９
６
年
。
我
孫
子
宿
の
誕
生
の
頃
、
宿
の
入
り
口
の
守

り
神
と
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
７
月
の
祭
礼
で
は
大
神
輿
と

山
車
が
町
を
練
り
歩
き
ま
す
。

 

❹
興
陽
寺
 

 
１
５
８
０
年
開
山
の
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
風
格
と
歴
史
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
境
内
に
国
土
地
理
院
が
設
置
し
た
高
精
度
の
電
子
基
準
点

が
あ
り
ま
す
。
新
四
国
相
馬
霊
場
第
５
９
番
札
所
で
す
。

 

❺
嘉
納
後
楽
農
園
跡
 

嘉
納
治
五
郎
は
、
理
想
の
学
園
設
立
の
た
め
に
取
得
し
た
２
万
坪

の
土
地
で
大
正
１
０
年
に
農
園
を
開
設
し
、
お
よ
そ
２
０
年
あ
ま
り
存

続
し
ま
し
た
。
没
後
、
農
園
は
住
宅
地
と
な
り
周
囲
に
は
目
印
の
桜

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
白
山
に
残
る
桜
の
古
木
は
そ
の
時
の
物
、

あ
る
い
は
子
孫
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
農
園
の
説
明
板

の
み
が
あ
り
ま
す
。

 

❻
富
士
見
坂
 

嘉
納
後
楽
農
園
跡
の
住
宅
地
か
ら
、
手
賀
沼
側
へ
降
り
る
階
段
が

６
本
造
ら
れ
ま
し
た
。
一
番
西
側
の
階
段
は
、
富
士
山
が
真
正
面

に
見
え
る
こ
と
か
ら
富
士
見
坂
と
呼
ば
れ
、
現
在
は
、
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
も
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
 

❼
白
山
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
（
ま
ち
な
み
八
景
）
 

昭
和
５
７
（
１
９
８
２
）
年
頃
に
手
賀
沼
を
見
渡
す
台
地
の
傾
斜
地

や
木
々
を
そ
の
ま
ま
に
活
か
し
て
低
層
集
合
住
宅
が
建
て
ら
れ
、

住
宅
を
囲
む
よ
う
に
植
樹
も
さ
れ
ま
し
た
。
人
と
自
然
の
調
和
が

落
ち
着
い
た
ま
ち
な
み
の
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

 

❽
白
山
古
墳
公
園
 

周
辺
か
ら
須
恵
器
、
鉄
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
古
代

の
人
々
の
暮
ら
し
に
も
最
適
な
土
地
だ
っ
た
様
で
す
。

 

❾
湧
き
水
の
小
径
（
ハ
ケ
の
道
八
景
）
 

船
戸
の
森
の
坂
下
付
近
の
ハ
ケ
の
道
は
築
地
塀
（
つ
い
じ
べ
い
）

の
家
や
湧
き
水
が
、
風
情
の
あ
る
景
観
を
見
せ
て
い
ま
す
（
第
２

回
我
孫
子
市
景
観
賞
）
。
更
に
西
へ
進
む
と
、
田
園
と
手
賀
沼
が

見
渡
せ
ま
す
。

 

❿
船
戸
の
森
の
坂
（
坂
道
八
景
）
 

緩
や
か
な
坂
道
の
左
右
は
大
き
な
樹
々
で
囲
ま
れ
、
夏
は
涼
し

さ
、
冬
は
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
雰
囲
気
で
す
。
坂
の
右
側
は
良
く

手
入
れ
さ
れ
た
森
の
斜
面
で
す
。

 

⓫
旧
武
者
小
路
実
篤
邸
跡
 

白
樺
派
の
一
人
で
あ
っ
た
武
者
小
路
実
篤
は
、
こ
こ
で
作
品
『
新

し
き
村
』
の
構
想
を
立
て
ま
し
た
。
入
口
付
近
の
様
々
な
樹
々
が

四
季
折
々
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
現
在
は
私
有
地
の
た
め
非

公
開
で
す
。

 

⓬
根
戸
船
戸
緑
地
（
公
園
八
景
／
斜
面
林
・
田
園
八
景
）
 

斜
面
林
・
田
園
八
景
「
根
戸
城
跡
・
根
戸
船
戸
緑
地
」
の
一
部
で

す
。
東
西
に
広
が
る

2
.7

2
h
a
の
手
賀
沼
沿
い
の
斜
面
林
で
、
こ
の

う
ち

2
.0

h
a
が
特
別
緑
地
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
都

市
に
お
け
る
良
好
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
、
地
形
を
活
か
し
た
園

路
が
樹
林
の
中
に
整
備
さ
れ
、
散
策
や
自
然
観
察
を
す
る
人
々

の
心
が
癒
さ
れ
る
緑
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
船
戸
の
森
の
会
」
が
手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 

 

八
景
歩
き
は
他
に
も

 

コ
ー
ス
が
あ
る
よ

 
湧
き
水
の
小
径
 

❾ 
手
賀
沼
の
う
な
き
ち
さ
ん

 

白
山
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
 

❼ 
船
戸
の
森
の
坂
 

❿ 
旧
武
者
小
路
実
篤
邸
跡
 

⓫ 



    

北口
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（オオバン通り）

水神宮
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湧き水
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